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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月7日(2015.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同期化デバイスにおけるガイドユニットであって、
　回転機構（６）を案内し得るとともに、このガイドユニット上において前記回転機構（
６）を回転させ得るよう構成されたガイドユニットであり、前記回転機構（６）は、ピニ
オンシャフト（６１）と、軸支部（５２）および前記軸支部（５２）の上に配置された係
止プレート（５８）を備える移動伝達コネクタ（５）とを備え、
　複数のラック歯（４１２）を有して形成された長手方向のラック部材（４１）と、
　前記ラック部材（４１）の一端に配置された少なくとも１つの移動ダンパー（４２）と
、
を備え、
　前記移動ダンパー（４２）が、前記回転機構（６）の前記ピニオンシャフト（６１）に
対して圧力を印加し、該圧力により前記ピニオンシャフト（６１）を前記係止プレート（
５８）に対して次第に当接するように移動させ得るよう構成されていることを特徴とする
ガイドユニット。
【請求項２】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック歯（４１２）が、互いに同じ高さを有し、
　前記ラック部材（４１）が、さらに、前記ラック歯（４１２）の間に形成された複数の
ラックグルーブ（４１３）を有し、
　前記移動ダンパー（４２）が、歯付き部分（４２１）を有し、
　この歯付き部分（４２１）が、前記ラック部材（４１）に対して一体的に連結されてい
るとともに、前記ラック部材（４１）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記歯付き部分（４２１）が、前記ラック歯（４１２）よりも高いものとされた少なく
とも１つのプレス歯（４２３）を有していることを特徴とするガイドユニット。
【請求項３】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック歯（４１２）が、互いに同じ高さを有し、
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　前記ラック部材（４１）が、さらに、前記ラック歯（４１２）の間に形成された複数の
ラックグルーブ（４１３）を有し、
　前記移動ダンパー（４２）が、歯付き部分（４２１）を有し、
　この歯付き部分（４２１）が、前記ラック部材（４１）に対して一体的に連結されてい
るとともに、前記ラック部材（４１）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記歯付き部分（４２１）が、複数のプレス歯（４２３）と、前記プレス歯（４２３）
の間にある複数のプレスグルーブ（４２４）とを有し、前記プレスグルーブ（４２４）が
、前記ラックグルーブ（４１３）の深さよりも小さな深さを有していることを特徴とする
ガイドユニット。
【請求項４】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック部材（４１）が、さらに、長手方向において互いに並行して延在する一対の
保持壁（４１１）を有し、
　前記ラック歯（４１２）が、前記保持壁（４１１）どうしの間において長手方向に配置
され、
　前記移動ダンパー（４２）が、歯付き部分（４２１）を有し、
　この歯付き部分（４２１）が、前記ラック部材（４１）に対して一体的に連結されてい
るとともに、前記ラック部材（４１）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記歯付き部分（４２１）が、前記保持壁（４１１）に対して一体的に連結された一対
の支持壁（４２２）を有しており、
　前記支持壁（４２２）が、前記保持壁（４１１）よりも高いものとされていることを特
徴とするガイドユニット。
【請求項５】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック歯（４１２）が、互いに同じ高さを有し、
　前記ラック部材（４１）が、さらに、長手方向のスライドグルーブ（４１４）を有し、
　前記スライドグルーブ（４１４）が、前記ラック歯（４１２）と交差するものであると
ともに、前記ラック歯（４１２）の上端から下向きに延在する凹所とされ、
　前記移動ダンパー（４２）が、歯付き部分（４２１）を有し、
　この歯付き部分（４２１）が、前記ラック部材（４１）に対して一体的に連結されてい
るとともに、前記ラック部材（４１）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記歯付き部分（４２１）が、複数のプレス歯（４２３）と、これらプレス歯（４２３
）と交差する傾斜グルーブ（４２５）と、を有し、
　前記傾斜グルーブ（４２５）が、前記プレス歯（４２３）の上端から下向きに延在する
凹所とされるとともに、前記スライドグルーブ（４１４）に対して長手方向において連続
的に連結され、
　前記傾斜グルーブ（４２５）が、前記スライドグルーブ（４１４）の深さよりも小さな
深さを有しているとともに、前記スライドグルーブ（４１４）から離間する向きにおいて
前記スライドグルーブ（４１４）から次第に浅くなっていることを特徴とするガイドユニ
ット。
【請求項６】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック歯（４１２）が、互いに同じ高さを有し、
　前記ラック部材（４１）が、さらに、前記ラック歯（４１２）を有して形成された長手
方向のベース壁（４１８）と、前記ベース壁（４１８）に対して垂直に連結されていると
ともに前記ラック歯（４１２）の一側部から鉛直方向に延在するスライド壁（４１５）と
、このスライド壁（４１５）内に形成された長手方向のスライド穴（４１４）と、を有し
、
　前記移動ダンパー（４２）が、歯付き部分（４２１）を有し、
　この歯付き部分（４２１）が、前記ラック部材（４１）に対して一体的に連結されてい



(3) JP 2013-106953 A5 2016.2.4

るとともに、前記ラック部材（４１）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記歯付き部分（４２１）が、前記ラック歯（４１２）に対して一体的に連結されてい
るとともに前記ラック歯（４１２）に対して長手方向において位置合わせされた複数のプ
レス歯（４２３）と、前記スライド壁（４１５）に対して長手方向に連結されているとと
もに前記スライド壁（４１５）から連続的に延出されたガイド壁（４２６）と、前記スラ
イド穴（４１４）に対して長手方向において連続的に連結された傾斜穴（４２５）と、を
有し、
　前記傾斜穴（４２５）が、前記スライド穴（４１４）の幅よりも小さな幅を有している
とともに、前記傾斜穴（４２５）を規定する下エッジ（４１９）を有し、
　前記下エッジ（４１９）が、前記スライド穴（４１４）から離間する向きにおいて、前
記スライド穴（４１４）からの高さが次第に増大するものとされていることを特徴とする
ガイドユニット。
【請求項７】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック部材（４１）と前記移動ダンパー（４２）とを受領するチャネル部材４４を
有し、
　前記チャネル部材（４４）は、前記ラック部材（４１）と前記移動ダンパー（４２）の
上方に延在する長手方向頂部壁（４４１）と、前記ラック部材（４１）と前記移動ダンパ
ー（４２）の下方に延在する底部壁（４４４）と、前記ラック部材（４１）および前記移
動ダンパー（４２）の一方の側部において前記頂部壁（４４１）の一端から下向きに延在
するとともに前記底部壁（４４４）を連結する連結壁（４４２）と、前記ラック部材（４
１）および前記移動ダンパー（４２）の他方の側部において前記連結壁（４４２）に対し
て対向して形成されたチャネル開口（４４５）と、前記頂部壁（４４１）の他端から前記
チャネル開口（４４５）に向けて下向きに延在する制限壁（４４３）と、を有しているこ
とを特徴とするガイドユニット。
【請求項８】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ラック歯（４１２）が、互いに同じ高さを有し、
　前記ラック部材（４１）が、さらに、一対の保持壁（４１１）を有し、
　前記ラック歯（４１２）が、前記保持壁（４１１）どうしの間に配置され、
　前記移動ダンパー（４２）が、前記保持壁（４１１）に対してそれぞれに一体的に連結
された一対の支持壁（４２２）と、これら支持壁（４２２）の間に配置された複数のプレ
ス歯（４２３）を有し、
　これらプレス歯（４２３）が、前記ラック歯（４１２）に対して一体的に連結されてい
るとともに、前記ラック歯（４１２）に対して長手方向において位置合わせされており、
　前記支持壁（４２２）どうしの間の幅が、前記保持壁（４１１）から離間する向きにお
いて、前記保持壁（４１１）の幅よりも次第に狭くなっていることを特徴とするガイドユ
ニット。
【請求項９】
　請求項１記載のガイドユニットにおいて、
　前記ピニオンシャフト（６１）が、軸支部分（６１１）を有し、
　前記軸支部分（６１１）が、チューブ状部分（６１４）と、このチューブ状部分（６１
４）を囲むとともに、このチューブ状部分（６１４）よりもソフトなフレキシブル材料か
ら形成された外側カバー（６１５）と、を有していることを特徴とするガイドユニット。
【請求項１０】
　請求項９記載のガイドユニットにおいて、
　前記回転機構（６）が、さらに、少なくとも１つの移動伝達コネクタ（５）を備え、
　前記移動伝達コネクタ（５）が、前記軸支部分（６１１）を潤滑するように配置された
潤滑性ボディ（５４）を有していることを特徴とするガイドユニット。
【請求項１１】
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　請求項９記載のガイドユニットにおいて、
　前記ピニオンシャフト（６１）が、さらに、前記チューブ状部分（６１４）の内部にお
いて同軸的に延在するスピンドル連結部分（６１２）を有し、
　前記チューブ状部分（６１４）と前記スピンドル連結部分（６１２）とが、協働して、
環状の挿入スペース（６１９）を規定することを特徴とするガイドユニット。
【請求項１２】
　請求項１０記載のガイドユニットにおいて、
　前記移動伝達コネクタ（５）が、前記ピニオンシャフト（６１）を軸支するための少な
くとも１つのシャフト支持ボディ（５６）と、前記ピニオンシャフト（６１）に対して当
接し得るようにして前記シャフト支持ボディ（５６）内に配置された前記潤滑性ボディ（
５４）と、を有していることを特徴とするガイドユニット。
【請求項１３】
　請求項１２記載のガイドユニットにおいて、
　前記シャフト支持ボディ（５６）が、前記ピニオンシャフト（６１）の一方の側部に配
置されるとともに上下方向に移動可能とされた潤滑剤供給部分（５３）を有し、
　前記潤滑性ボディ（５４）が、前記潤滑剤供給部分（５３）内に受領されていることを
特徴とするガイドユニット。
【請求項１４】
　請求項１２記載のガイドユニットにおいて、
　前記移動伝達コネクタ（５）が、さらに、取付開口（５１３）を有する連結プレート（
５１）を有し、
　前記シャフト支持ボディ（５６）が、前記取付開口（５１３）内に取り付けられている
ことを特徴とするガイドユニット。


	header
	written-amendment

